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令
和
六
年
五
月
二
十
五
日
、
Ａ
Ｎ
Ａ
ク

ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
岡
山
に
お
い
て
幣

饌
料
伝
達
式
が
行
わ
れ
た
。

　

県
内
の
旧
官
幣
社
・
旧
国
幣
社
及
び
旧

指
定
護
国
神
社
の
五
社
「
吉
備
津
神
社
・

中
山
神
社
・
安
仁
神
社
・
吉
備
津
彦
神
社
・

岡
山
縣
護
國
神
社
」
に
対
し
て
、
宮
内
庁

別
所
侍
従
長
か
ら
「
幣
饌
料
」
が
下
賜
さ

れ
た
。

　

全
国
植
樹
祭
に
限
ら
ず
、
天
皇
陛
下
が

行
幸
若
し
く
は
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
行
幸

啓
さ
れ
る
際
に
は
、
ご
訪
問
先
の
都
道
府

県
の
旧
官
国
幣
社
及
び
旧
指
定
護
国
神
社

に
お
供
え
が
な
さ
れ
る
。

　

な
お
、
岡
山
縣
護
國
神
社
で
は
、
令
和

六
年
六
月
六
日
午
前
十
時
か
ら
の
月
次
祭

に
併
せ
「
天
皇
皇
后
両
陛
下
幣
饌
料
御
下

賜
奉
告
祭
」
が
斎
行
さ
れ
た
。

幣
饌
料
伝
達
式

幣
饌
料
伝
達
式

神職の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名
二条一号 岡山 玉井宮東照宮 宮司 佐々木祥之 高梁 八幡神社 宮司 本倉　宣弘 新見 八代神社 禰宜 西井　義和

倉敷都窪 稲荷神社 宮司 三谷　真之 新見 岩山神社 宮司 田本　裕規
東備 天津神社 禰宜 日幡　博行 新見 三社女躰神社 禰宜 千香　順司

責任役員・総代の部
表彰種別 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名 支部 奉務神社 役職 氏名
二条二号 岡山 天満宮 責任役員 伏見　光男 玉島浅口 羽黒神社 責任役員 中西　哲夫 邑久上道西大寺 木鍋八幡宮 責任役員 神坂　達雄

岡山 吉備津岡辛木神社 責任役員 田中　知之 玉島浅口 箸藏神社 責任役員 井上　晴夫 邑久上道西大寺 北居都神社 総代 塩見　　章
倉敷都窪 天満神社 責任役員 佐々木　堯 玉島浅口 八幡神社 責任役員 江原　和之 邑久上道西大寺 和田八幡宮 責任役員 佐々木信輔
倉敷都窪 天満神社 総代 原田　雅弘 御津 吉備津彦神社 総代 中山　順市 井笠 甲山八幡神社 責任役員 亀山継太郎
倉敷都窪 熊野神社 総代 石井　啓二 御津 吉備津彦神社 責任役員 矢吹　達美 井笠 崇道神社 責任役員 猪原　茂隆
津山 久田神社 総代 朝田　教通 御津 富沢神社 責任役員 西崎　義英 井笠 崇道神社 責任役員 定光　利明
津山 久田神社 総代 池田　定夫 御津 化氣神社 総代 浅本　　力 井笠 崇道神社 責任役員 片山　圭右
津山 久田神社 総代 奥　利喜夫 御津 重岡神社 責任役員 杉田　　稔 吉備 西園神社 責任役員 井川　博之
津山 久田神社 総代 奥　　裕雅 御津 大曽根神社 責任役員 小西　美敏 吉備 阿宗神社 責任役員 姫野　正志
津山 久田神社 総代 山奥　　清 東備 八幡宮 責任役員 山本　　敏 川上 艮御前神社 責任役員 河野　常男
津山 金古神社 責任役員 江原　幸男 東備 春日神社 責任役員 柏　　義孝 川上 小坂神社 責任役員 渡邉　　實
児島 宇野八幡宮 総代 立花　茂樹 東備 神神社 責任役員 山下　昭男 真庭 美甘神社 責任役員 金光眞佐男
児島 新庄八幡宮 総代 櫛引　源吉 東備 春日神社 責任役員 樋口　敏章 美作 瀧神社 責任役員 芦田　正志
児島 鴻八幡宮 総代 山本　　勉 東備 和氣神社 責任役員 出井　公夫 美作 諾神社 総代 山本　幹雄
児島 鴻八幡宮 総代 戸田　澄治 邑久上道西大寺 八幡宮 責任役員 川㟢　洋一 美作 林野神社 総代 難波　　毅
玉島浅口 戸島神社 総代 吉田　　洋 邑久上道西大寺 八幡宮 責任役員 久本　圭吾 久米 八幡神社 責任役員 内田百十拡
玉島浅口 戸島神社 責任役員 仲　　悦夫 邑久上道西大寺 美和神社 総代 小谷　和志 久米 志呂神社 責任役員 日野　一男

三条 岡山 深田神社 責任役員 片山　卓爾 邑久上道西大寺 牛窓神社 責任役員 山田　　護 真庭 大宮神社 総代 青木健太郎
玉島浅口 戸島神社 責任役員 守分　庸雄 邑久上道西大寺 岩熊八幡宮 責任役員 西方　立夫 真庭 下河内神社 責任役員 小林　　悟
玉島浅口 長尾神社 責任役員 小野　　厚 邑久上道西大寺 金田天満宮 責任役員 川間　昌徳
玉島浅口 御前神社 責任役員 笠原　勝文 新見 八幡神社 責任役員 吉尾　勇市
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令和6年度　岡山県神社庁

一般会計歳入歳出予算書
（令和6年7月1日〜令和7年6月30日）

歳 入 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�神 饌 及 幣 帛 料 750,000 750,000 0
１　�本 庁 幣 600,000 600,000 0
２　�神 饌 及 初 穂 料 150,000 150,000 0

Ⅱ　�財 産 収 入 1,000 2,000 △ 1,000
Ⅲ　�負 担 金 36,920,000 36,920,000 0

１　�神 社 負 担 金 25,844,000 25,844,000 0
２　�神 職 負 担 金 9,230,000 9,230,000 0
３　�支 部 負 担 金 1,846,000 1,846,000 0

Ⅳ　�交 付 金 73,900,000 75,000,000 △ 1,100,000
１　�本 庁 交 付 金 1,500,000 1,500,000 0
２　�神宮神徳宣揚費交付金 72,000,000 73,100,000 △ 1,100,000
３　�本 庁 補 助 金 400,000 400,000 0

Ⅴ　�寄 付 金 10,000 10,000 0
Ⅵ　�諸 収 入 7,066,000 7,336,000 △ 270,000

１　�表 彰 金 65,000 65,000 0
２　�預 金 利 子 1,000 1,000 0
３　�申 請 料・ 任 命 料 2,000,000 2,000,000 0
４　�会 費 4,700,000 4,970,000 △ 270,000
５　�雑 収 入 300,000 300,000 0

Ⅶ　�繰 入 金 1,300,000 1,300,000 0
当 期 歳 入 合 計 119,947,000 121,318,000 △ 1,371,000

前 期 繰 越 金 25,909,479 28,169,593
（29,242,207）

△ 2,260,114
（△ 3,332,728）

歳 入 合 計 145,856,479 149,487,593
（150,560,207）

△ 3,631,114
（△ 4,703,728）

歳 出 の 部 （単位 ：円）
科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅰ　�幣 帛 料 2,190,000 2,190,000 0
１　�本 庁 幣 2,090,000 2,090,000 0
２　�神 社 庁 幣 100,000 100,000 0

Ⅱ　�神 事 費 400,000 400,000 0

Ⅲ　�事 務 局 費 32,434,000 33,178,000
（33,328,000）

△ 744,000
（△ 894,000）

１　�表 彰 並 び に 儀 礼 費 1,500,000 1,500,000 0
　⑴　�各 種 表 彰 費 500,000 500,000 0
　⑵　�慶 弔 費 1,000,000 1,000,000 0
２　�会 議 費 200,000 200,000 0
３　�役 員 関 係 費 1,500,000 1,400,000 100,000
　⑴　�役 員 報 酬 1,280,000 1,280,000 0
　⑵　�地 区 会 議 関 係 費 120,000 120,000 0
　⑶　�視 察 研 修 費 100,000 0 100,000
４　�給料及び福利厚生費 18,384,000 18,228,000 156,000
　⑴　�給 料 9,564,000 9,408,000 156,000
　⑵　�諸 手 当 6,100,000 6,100,000 0
　⑶　�各 種 保 険 料 2,600,000 2,600,000 0
　⑷　�職 員 厚 生 費 120,000 120,000 0
５　�庁 費 5,550,000 6,800,000 △ 1,250,000
　⑴　�備 品 費 500,000 1,300,000 △ 800,000
　⑵　�図 書 印 刷 費 600,000 750,000 △ 150,000
　⑶　�消 耗 品 費 1,400,000 1,400,000 0
　⑷　�水 道 光 熱 費 1,350,000 1,350,000 0
　⑸　�通 信 運 搬 費 1,000,000 1,000,000 0
　⑹　�雑 費 700,000 1,000,000 △ 300,000
６　�交 際 費 1,100,000 1,100,000 0
７　�旅 費 2,800,000 2,800,000 0

８　�維 持 管 理 費 1,200,000 950,000
（1,100,000）

250,000
（100,000）

９　�法 務 対 策 費 200,000 200,000 0

科　　　　　目 予　算　額 前年度予算額 増　減（△）

Ⅳ　�指 導 奨 励 費 16,373,000 15,104,000
（15,204,000）

1,269,000
（1,169,000）

１　�教 化 事 業 費 7,162,000 6,243,000 919,000
　⑴　�教 化 費 738,000 555,000 183,000
　⑵　�広 報 費 2,144,000 901,000 1,243,000
　⑶　�事 業 費 889,000 1,774,000 △ 885,000
　⑷　�神 宮 奉 賛 費 1,096,000 838,000 258,000
　⑸　�育 成 費 2,295,000 2,175,000 120,000
２　�神 社 庁 研 修 所 費 5,200,000 5,000,000 200,000
　⑴　�研 修 費 2,000,000 2,000,000 0
　⑵　�講 習 会 費 3,200,000 3,000,000 200,000
３　�祭 祀 研 究 費 1,420,000 1,420,000 0

４　�各 種 補 助 金 2,591,000 2,441,000
（2,541,000）

150,000
（50,000）

　⑴　�神 政 連 関 係 費 135,000 135,000 0
　⑵　�神 青 協 補 助 金 450,000 450,000 0
　⑶　�氏 青 協 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑷　�県 教 神 協 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑸　�女子神職会補助金 162,000 162,000 0
　⑹　�県 敬 婦 連 補 助 金 117,000 117,000 0
　⑺　�神 楽 部 補 助 金 90,000 90,000 0
　⑻　�作 州 神 楽 補 助 金 27,000 27,000 0
　⑼　�支部長懇話会補助金 150,000 150,000 0
　⑽　�神宮大祭派遣補助金 30,000 30,000 0
　⑾　�教 誨 師 関 係 費 350,000 350,000 0
　⑿　�団 体 参 拝 補 助 金 200,000 200,000 0
　⒀　�過疎地域神社活性化助成金 500,000 450,000 50,000

　⒁　�地区大会等援助金 200,000 100,000
（200,000）

100,000
（0）

Ⅴ　�各 種 積 立 金 6,594,600 7,071,200 △ 476,600
１　�職員退職給与積立金 1,434,600 1,411,200 23,400
２　�正副庁長退任慰労金積立金 160,000 160,000 0
３　�庁舎管理資金積立金 2,500,000 2,500,000 0
４　�次期式年遷宮準備金 2,000,000 2,000,000 0
５　�災 害 見 舞 積 立 金 500,000 500,000 0
６　�関 係 者 大 会 積 立 金 0 500,000 △ 500,000

Ⅵ　�神 社 関 係 者 大 会 費 850,000 600,000 250,000
Ⅶ　�負 担 金 24,566,300 24,635,600 △ 69,300

１　�本庁災害慰謝負担金 300,300 303,600 △ 3,300
２　�本 庁 負 担 金 6,006,000 6,072,000 △ 66,000
３　�本 庁 特 別 納 付 金 15,000,000 15,000,000 0
４　�支 部 負 担 金 奨 励 費 2,960,000 2,960,000 0
５　�負 担 金 特 別 対 策 費 300,000 300,000 0

Ⅷ　�渉 外 費 620,000 620,000 0
１　�友 好 団 体 関 係 費 370,000 370,000 0
２　�時 局 対 策 費 100,000 100,000 0
３　�同 和 対 策 費 150,000 150,000 0

Ⅸ　�神宮神徳宣揚費交付金 38,000,000 39,000,000 △ 1,000,000
Ⅹ　�大 麻 頒 布 事 業 関 係 費 6,900,000 6,900,000 0

１　�頒 布 事 務 費 650,000 650,000 0
２　�頒 布 事 業 奨 励 費 6,250,000 6,250,000 0

Ⅺ　�予 備 費 16,928,579 19,788,793
（20,611,407）

△ 2,860,214
（△ 3,682,828）

当 期 歳 出 合 計 145,856,479 149,487,593
（150,560,207）

△ 3,631,114
（△ 4,703,728）

次 期 繰 越 金 0 0 0

歳 出 合 計 145,856,479 149,487,593
（150,560,207）

△ 3,631,114
（△ 4,703,728）

※款内流用を認める
※表中の（　）内は補正予算額
※増減（△）は、予算額が前年度予算に比して減額である場合△で表示する。

歳入総額� 145,856,479円

歳出総額� 145,856,479円
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令
和
六
年
五
月

十
三
日
の
朝
、
岡

山
市
は
清
め
の
雨
に

加
え
、
奥
市
の
麗
し

い
新
緑
に
迎
え
ら
れ

て
、
我
々
の
二
日
間

の
広
島
県
神
社
視
察

研
修
は
総
勢
三
十
五

名
の
参
加
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

神
社
庁
を
出
発

後
、
バ
ス
の
中
で
開

講
式
が
行
わ
れ
、
ま

た
参
加
者
が
そ
れ
ぞ

れ
自
己
紹
介
を
し

て
、
こ
の
研
修
の
意

気
込
み
な
ど
を
熱
く

語
り
、
気
が
つ
け
ば

途
中
か
ら
雨
も
止
み

雲
ひ
と
つ
な
い
空

に
、
皆
の
気
持
ち
も

晴
れ
晴
れ
と
な
り
ま

し
た
。

　

さ
て
、今
回
の
研
修
の
一
番
の
目
的
は
、

民
社
の
神
職
が
「
生
き
て
い
く
力
」
を
つ

け
る
こ
と
で
す
。
変
わ
り
ゆ
く
時
代
の
中

で
、
神
社
の
維
持
運
営
、
生
活
の
安
定
、

お
社
を
ど
う
守
っ
て
い
き
、
次
世
代
に
継

承
す
る
か
を
テ
ー
マ
に
企
画
い
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
、
広
島
県
の
民
社
で
活
躍
さ

れ
て
お
り
ま
す
、
呉
市
鎮
座
の
高
尾
神
社

宮
司
梶
山
友
美
氏
、
東
広
島
市
鎮
座
の
杉

森
神
社
宮
司
岡
田
光
統
氏
に
講
師
を
お
願

い
い
た
し
ま
し
た
。

　

一
日
目
の
目
的
地
で
あ
る
高
尾
神
社
に

到
着
し
、
梶
山
宮
司
の
ご
案
内
の
も
と
社

殿
に
て
正
式
参
拝
を
行
い
、
引
き
続
き
社

務
所
に
て
講
話
を
賜
り
ま
し
た
。
梶
山
宮

司
が
神
職
に
な
る
ま
で
、
な
っ
て
か
ら
の

苦
労
、
神
社
本
庁
第
十
三
期
振
興
対
策
指

定
神
社
（
モ
デ
ル
神
社
）
と
な
り
工
夫
を

凝
ら
し
、
現
在
に
至
る
ま
で
尽
力
し
た
話

な
ど
、
様
々
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
中
で
梶
山
宮
司
が
強
く
言
わ

れ
た
こ
と
は
、「
一
つ
の
こ
と
を
い
つ
ま

で
も
続
け
る
『
継
続
力
・
持
続
力
』
は
だ

れ
に
も
負
け
ま
せ
ん
」
と
い
う
こ
と
で
し

た
。
そ
の
言
葉
は
、私
の
心
に
深
く
響
き
、

こ
れ
こ
そ
が
我
々
に
共
通
す
る
大
切
な
力

だ
と
感
じ
ま
し
た
。

「
民
社
」の
生
き
残
る
力

「
民
社
」の
生
き
残
る
力

��

を
共
に
考
え
る

を
共
に
考
え
る

広
島
県
神
社
視
察
研
修教

化
委
員
会　

事
業
部
会　

部
長　

今　

井　
　
　

伸

教
化
委
員
会　

事
業
部
会　

部
長　

今　

井　
　
　

伸
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さ
ら
に
、
梶
山
宮
司
の
お
計
ら
い
で
、

宿
泊
と
懇
親
会
は
ク
レ
イ
ト
ン
ベ
イ
ホ
テ

ル
を
ご
手
配
い
た
だ
き
ま
し
た
。
懇
親
会

で
は
梶
山
宮
司
を
囲
み
、
ま
た
今
ま
で
面

識
の
な
い
県
内
の
神
職
と
も
語
り
合
う
こ

と
が
で
き
有
意
義
な
時
間
と
な
り
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
杉
森
神
社
に
向
か
い
、
岡
田

宮
司
の
ご
案
内
の
も
と
正
式
参
拝
を
行

い
、
そ
の
ま
ま
社
殿
に
て
講
話
を
賜
り
ま

し
た
。
ま
ず
、
宮
司
が
神
社
本
庁
か
ら
、

こ
の
地
に
移
ら
れ
た
経
緯
、
神
職
に
な
ら

れ
た
思
い
、
杉
森
神
社
の
宮
司
と
な
っ
て

か
ら
の
奮
闘
な
ど
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
し
て
、
日
々
の
社
務
と
日
本
文

化
と
し
て
の
祭
典
を
、
地
域
の
方
、
ま
た

崇
敬
者
の
方
と
共
に
ご
奉
仕
し
、
し
っ
か

り
と
宮
司
の
背
中
を
見
せ
な
が
ら
地
域
に

溶
け
込
み
、
過
疎
化
が
進
む
こ
の
地
域
で

神
道
教
化
の
活
動
を
わ
か
り
や
す
く
、
笑

い
も
交
え
な
が
ら
、
お
話
し
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
境
内
に
あ
る
舞
殿
に
移
動
し

て
岡
田
宮
司
を
囲
み
昼
食
を
と
り
な
が
ら

参
加
者
の
質
問
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
中
で
、「
神
様
が
あ
っ
て
我
々

が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と

言
わ
れ
た
こ
と
が
強
く
心
に
残
り
、
神
様

の
お
計
ら
い
を
真
っ
す
ぐ
に
受
け
、
杜
と

共
に
生
き
て
い
く
岡
田
宮
司
の
生
き
様
は

素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。

　

さ
ら
に
こ
の
二
日
間
の
研
修
で
は
、
参

加
者
同
士
の
情
報
交
換
は
も
と
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
不
安
や
悩
み
ま
で
も

腹
を
割
っ
て
話
せ
た
こ
と
も
あ

り
、
私
に
も
参
加
者
に
も
、
大

い
な
る
励
み
と
し
て
「
生
き
る

力
」
に
な
っ
た
と
実
感
し
て
お

り
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
時
代
だ
か

ら
こ
そ
、
直
に
会
っ
て
心
と
心

の
交
流
が
も
て
る
場
や
民
社
宮

司
と
し
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

両
宮
司
と
の
ご
縁
を
も
て
た
こ

と
は
、
と
て
も
意
義
が
あ
っ
た

と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
研

修
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
、

様
々
な
ご
意
見
も
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、参
加
者
の
皆
様
か
ら「
ぜ

ひ
、
ま
た
こ
の
よ
う
な
研
修
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
の
声

を
い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
今
一

番
斯
界
が
大
切
に
せ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
だ
と
事
業
部
会
部
長

と
し
て
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　

最
後
に
こ
の
度
の
研
修
で

は
、
神
社
庁
を
は
じ
め
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
し
た
皆
様
に
は
本
当
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
こ
の
よ
う
な
視
察
研
修
を
開

催
で
き
る
こ
と
を
祈
り
な
が
ら
、
日
々
の

社
務
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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令
和
六
年
四
月
二
十
五
日
、
岡
山
国
際

ホ
テ
ル
（
岡
山
市
中
区
）
に
お
い
て
、
県

神
社
庁
（
藤
山
知
之
進
庁
長
）
と
県
神
社

総
代
会
（
中
島
博
会
長
）
と
の
共
催
に
よ

り
、
第
六
十
一
回
岡
山
県
神
社
関
係
者
大

会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

第
一
部
に
お
い
て
は
、
國
學
院
大
學
教

授
の
平
藤
喜
久
子
氏
が
「
風
景
か
ら
考
え

る
日
本
の
神
話
」
と
題
し
て
講
演
を
行
っ

た
。
講
演
で
は
、
日
本
の
神
話
を
「
風
景

を
と
お
し
て
読
み
解
く
」
こ
と
を
主
眼

に
お
き
、「
神
話
が
ど
の
よ
う
に
伝
え
ら

れ
た
の
か
」「
外
国
の
神
話
と
比
較
す
る
」

と
い
う
部
分
に
焦
点
を
当
て
て
話
さ
れ

た
。

　

ま
ず
、
日
本
神
話
の
舞
台
に
な
る
場
所

は
、
日
本
列
島
に
限
る
と
日
向
地
方
と
出

雲
地
方
に
多
く
、
そ
の
地
域
は
限
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
黄
泉
の
国

の
謎
」
と
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
の
謎
」

が
そ
れ
ぞ
れ
示
さ
れ
た
。

　
「
黄
泉
の
国
の
謎
」
に
つ
い
て
は
、『
古

事
記
』
の
記
述
に
照
ら
し
合
わ
せ
れ
ば
、

島
根
県
松
江
市
東
出
雲
町
揖
屋
に
あ
る

「
伊
賦
夜
坂
」
が
「
黄
泉
比
良
坂
」
に
当

た
る
。
し
か
し
、
一
言
で
「
坂
」
と
い
っ

て
も
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
坂
な
の
か
分

か
ら
な
い
。
そ
こ
で
平
藤
氏
は
、
実
際
に

現
地
に
赴
き
、
そ
の
風
景
を
見
る
こ
と
に

よ
り
、
神
話
の
風
景
や
、
神
話
を
伝
え
て

き
た
人
々
に
注
目
す
る
こ
と
に
つ
な
が
っ

た
の
だ
と
い
う
。

　

ま
た
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
の
謎
」

と
し
て
、
そ
も
そ
も
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

と
は
何
か
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
た
。
平

藤
氏
が
実
際
に
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
退
治
の

舞
台
と
な
っ
た
斐
伊
川
を
歩
き
、
地
元
の

方
に
話
を
伺
っ
た
も
の
を
ま
と
め
る
と
、

「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
は
斐
伊
川
そ
の
も
の

で
は
な
い
か
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
と
い

う
。
古
来
、
斐
伊
川
は
毎
年
氾
濫
を
起
こ

す
河
川
で
あ
り
、
そ
の
度
に
人
身
御
供
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
歴
史
を
神
話
化
し
た

も
の
が
こ
れ
に
当
た
る
。

　

そ
の
他
に
も
、同
地
の
「
た
た
ら
製
鉄
」

に
着
目
し
、
同
神
話
で
登
場
す
る
「
草
薙

剣
」
も
、
出
雲
地
方
特
有
の
製
鉄
技
術
に

関
り
が
深
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

製
鉄
技
術
に
関
わ
る
神
話
は
、
世
界
最
古

の
鉄
文
明
で
あ
る
ヒ
ッ
タ
イ
ト
の
「
イ
ル

ヤ
ン
カ
退
治
の
神
話
」
に
も
見
る
こ
と
が

で
き
、「
英
雄
が
怪
物
を
倒
し
乙
女
を
救

出
す
る
」
と
い
う
部
分
は
、
世
界
各
地
の

神
話
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
「
グ
ロ
ー

バ
ル
な
神
話
」
と
い
え
る
。

　

現
在
に
お
い
て
、「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

退
治
」
と
関
り
が
深
い
八
重
垣
神
社
（
島

根
県
）
や
氷
川
神
社
（
埼
玉
県
）
は
、「
縁

結
び
」
の
神
社
と
し
て
広
く
参
拝
者
を
集

め
て
い
る
。
こ
れ
は
、
水
害
の
終
息
を
願

う
神
話
の
歴
史
が
、
水
害
の
少
な
い
時
代

に
な
っ
た
と
い
う
、
大
き
な
変
化
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
部
で
は
式
典
が
行
わ
れ
、
開
会
儀

礼
に
続
き
、
藤
山
庁
長
に
よ
る
式
辞
、
中

島
総
代
会
長
（
代
理
・
春
名
明
副
会
長
）

の
挨
拶
が
行
わ
れ
た
。
続
く
功
労
者
表
彰

式
で
は
、
表
彰
規
程
第
二
条
第
一
号
（
神

職
）
七
名
、表
彰
規
程
第
二
条
第
二
号
（
役

員
・
総
代
）
五
十
一
名
、
表
彰
規
程
第
三

条
（
役
員
・
総
代
）
十
名
に
表
彰
状
と
記

念
品
の
授
与
が
行
わ
れ
た
。

　

続
い
て
、
神
社
本
庁
・
鷹
司
尚
武
統
理
、

神
宮
大
宮
司
（
代
理
・
小
内
聡
神
宮
参
事
）

が
来
賓
を
代
表
し
て
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
、

来
賓
紹
介
と
祝
電
披
露
が
行
わ
れ
た
。
そ

の
後
、被
表
彰
者
を
代
表
し
て
八
幡
神
社
・

本
倉
宣
弘
宮
司
が
謝
辞
を
述
べ
た
。続
く
、

初
任
用
神
職
辞
令
交
付
式
で
は
、
当
日
参

会
の
六
名
に
藤
山
庁
長
か
ら
辞
令
が
手
渡

さ
れ
、
聖
寿
万
歳
三
唱
、
国
旗
儀
礼
と
続

き
閉
会
と
な
っ
た
。

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

三　

谷　

真　

之

教
化
委
員
会　

広
報
部
会　

三　

谷　

真　

之

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会

岡
山
県
神
社
関
係
者
大
会

第
六
十
一
回
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本
年
四
月
八
日
、
第
六
十
三
回
神
宮
式

年
遷
宮
に
つ
い
て
の
「
御
聴
許
」
を
伝
え

る
文
書
が
、宮
内
庁
長
官
を
通
じ
て
神
宮
・

久
邇
朝
尊
大
宮
司
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
神
宮
司
廳
か
ら
同
月
九
日
御

遷
宮
に
向
け
て
の
準
備
を
始
め
る
旨
の
発

表
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
、
大
東
亜
戦
争
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
発
し
た
「
神
道
指
令
」
に
よ
り
、

神
宮
に
お
い
て
も
他
の
神
社
と
同
様
「
一

宗
教
法
人
」
と
な
っ
た
中
、
戦
禍
の
状
況

を
鑑
み
、
当
初
昭
和
二
十
四
年
の
斎
行
を

予
定
し
て
戦
前
か
ら
諸
準
備
が
進
め
ら
れ

て
い
た
第
五
十
九
回
神
宮
式
年
遷
宮
は
、

昭
和
天
皇
陛
下
の
勅
旨
に
よ
り
「
一
時
停

止
」
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭

和
二
十
四
年
九
月
に
は
神
宮
及
び
神
社
本

庁
関
係
者
が
集
い
「
神
宮
式
年
遷
宮
奉
賛

会
」
が
結
成
。
国
民
総
奉
賛
に
よ
る
式
年

遷
宮
の
完
遂
が
確
認
さ
れ
、
当
初
昭
和
二

十
九
年
に
皇
大
神
宮
、
昭
和
三
十
二
年
に

豊
受
大
神
宮
の
遷
宮
祭
斎
行
を
予
定
し
て

い
た
も
の
の
、
国
民
総
奉
賛
の
成
果
が
早

期
に
実
り
、
昭
和
二
十
八
年
十
月
、
両
宮

の
遷
宮
祭
が
滞
り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
戦
後
の
混
乱
で
疲
弊
し

た
全
国
神
社
界
に
も
大
き
な
励
み
と
な

り
、
遷
宮
と
前
後
し
て
戦
災
に
よ
り
消
失

し
た
各
地
神
社
の
復
興
に
も
つ
な
が
っ
た

の
で
す
。
ま
た
、
平
成
の
御
代
で
は
二
度

の
遷
宮
が
行
わ
れ
、
特
に
前
回
第
六
十
二

回
神
宮
式
年
遷
宮
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
国
民
の
関
心
の
高
さ
か
ら
、
平
成
二
十

五
年
の
遷
宮
の
年
に
は
過
去
最
高
の
「
約

千
四
百
二
十
万
人
」
も
の
参
拝
者
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
は
、
戦
後
一
貫
し
て
神
宮
式

年
遷
宮
に
対
す
る
神
社
界
の
奉
賛
活
動
及

び
広
報
活
動
が
結
実
し
た
も
の
と
思
わ
れ

て
な
り
ま
せ
ん
。

　

明
治
四
年
の
太
政
官
布
告
か
ら
百
五

十
年
以
上
が
経
過
し
た
今
、
か
つ
て
再

確
認
さ
れ
た
古
代
以
来
の
神
社
の
国
家

性
・
公
共
性
は
影
を
薄
め
、
少
子
高
齢
化

に
よ
る
過
疎
問
題
、
信
仰
心
や
国
を
思
う

心
の
欠
如
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
の

コ
ロ
ナ
禍
。
我
々
神
社
界
を
取
り
巻
く

状
況
は
非
常
に
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
岡
山
県
に
お
い
て

は
「
こ
ど
も
伊
勢
ま
い
り
」「
巫
女
体
験

研
修
」「
雅
楽
の
出
前
授
業
」「
古
事
記
の

絵
本
・
動
画
製
作
」「
神
棚
無
料
配
布
」

「
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
使
っ
て
の
神
棚
奉

斎
促
進
」「
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実
や
氏

神
さ
ま
検
索
機
能
の
強
化
」
等
々
時
代
に

即
し
た
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
そ
の
い

ず
れ
も
が
参
加
・
視
聴
さ
れ
た
方
々
か
ら

高
い
評
価
を
得
て
お
り
ま
す
。

　

私
事
な
が
ら
、
年
に
一
度
氏
子
地
域
で

お
祀
り
さ
れ
て
い
る
「
塞
（
さ
い
）
の
神

様
」
の
祠
で
の
お
祭
り
の
出
来
事
で
す
。

祭
典
の
一
時
間
程
前
か
ら
近
所
の
小
学
六

年
生
の
女
の
子
が
係
の
母
親
と
共
に
準
備

の
手
伝
い
に
来
て
い
ま
し
た
。
そ
の
子
は

誰
に
言
わ
れ
る
ま
で
も
な
く
、
括
ら
れ
た

花
束
や
榊
の
紐
を
外
し
て
花
立
て
に
活
け

た
り
、
地
域
の
人
に
混
じ
っ
て
お
供
え
物

の
盛
り
つ
け
を
手
伝
っ
た
り
し
て
い
ま
し

た
。
そ
の
姿
を
見
て
、
微
笑
ま
し
く
胸
が

温
か
く
な
り
ま
し
た
。
当
日
は
雨
が
降
っ

た
り
止
ん
だ
り
と
い
う
天
候
で
、
案
の
定

祭
典
途
中
か
ら
雨
が
降
り
出
し
た
た
め
、

皆
さ
ん
傘
を
差
し
合
い
な
が
ら
の
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
が
、
祭
典
後
そ
の
女
の
子

が
「
あ
ー
気
持
ち
良
か
っ
た
」
と
言
い
、

母
親
も「
少
し
雨
に
濡
れ
ま
し
た
が
、清
々

し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
と
言
わ
れ

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
神
職
を
さ

れ
て
お
ら
れ
る
方
で
あ
れ
ば
等
し
く
ご
経

験
の
こ
と
と
拝
察
い
た
し
ま
す
。
戦
後
の

復
興
に
伴
い
物
質
至
上
主
義
の
影
響
で

人
々
の
心
が
荒
廃
し
、
進
む
べ
き
道
も
見

失
い
短
絡
的
に
救
い
を
求
め
る
も
の
へ
と

向
か
っ
て
い
ま
す
。
本
来
、
我
々
日
本
で

は
些
細
な
こ
と
に
も
「
感
謝
」
す
る
と
い

う
風
習
が
あ
り
、
神
社
で
定
期
的
に
行
わ

れ
る
お
祭
り
を
通
じ
て
心
を
清
め
な
が
ら

生
活
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
度
、
第
六
十
三
回
神
宮
式
年
遷
宮

の
御
聴
許
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
は
誠
に
有

り
難
い
限
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
我
々
神
職

は
こ
の
慶
事
に
感
謝
し
、
そ
の
気
運
に
遅

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。教
化
委
員
会
で
は
、

次
期
御
遷
宮
に
向
け
て
県
内
を
挙
げ
て
神

宮
奉
賛
に
つ
な
が
る
事
業
、「
神
社
が
心

の
拠
り
所
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
事
業
を
今
後
も
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。第62回神宮式年遷宮（平成25年）

教
化
委
員
会　

委
員
長　

根　

石　

俊　

明

教
化
委
員
会　

委
員
長　

根　

石　

俊　

明

第
六
十
三
回

第
六
十
三
回 � �

神
宮
式
年
遷
宮
と
共
に

神
宮
式
年
遷
宮
と
共
に  

神
道
教
化
活
動
の
活
性
化

神
道
教
化
活
動
の
活
性
化
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令
和
五
年
初
秋
、
く
ら
ね
ら
果
樹
園
の

園
主
、
田
邉
亮
氏
か
ら
羽
黒
神
社
に
一
本

の
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
。「
玉
島
長
尾

在
住
で
、
玉
島
道
口
で
桃
の
果
樹
園
を
始

め
た
の
で
、
祭
り
を
果
樹
園
で
行
い
た
い

と
考
え
た
が
、
神
事
を
お
引
き
受
け
い
た

だ
け
る
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
相
談
で
あ
っ

た
。
何
度
か
や
り
取
り
を
す
る
う
ち
に
、

舞
の
奉
納
も
し
た
い
、
本
気
で
感
謝
の
気

持
ち
を
捧
げ
た
い
と
い
う
園
主
の
思
い
も

伝
わ
っ
て
き
た
。
兼
務
社
の
長
尾
神
社
の

氏
子
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
快
く
引
き
受
け

た
。

　

そ
の
後
舞
に
つ
い
て
は
、
舞
を
奉
納
す

る
中
学
生
が
早
島
に
縁
が
あ
り
、
早
島
の

鶴
崎
神
社
の
太
田
浩
司
宮
司
か
ら
の
紹
介

で
、
御
崎
宮
の
根
石
俊
明
宮
司
が
指
導
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
根
石
宮
司
の
話
に
よ

る
と
、
当
初
は
嫌
々
な
が
ら
の
態
度
が
見

え
た
が
、
一
度
厳
し
く
そ
の
点
を
指
導
す

る
と
、
次
回
か
ら
は
熱
心
に
心
の
こ
も
っ

た
練
習
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
笑
顔
も
見

え
る
よ
う
に
な
っ
た
と
の
こ
と
。
短
い
期

間
な
が
ら
計
九
回
の
練
習
で
本
番
に
臨

み
、
立
派
な
舞
が
奉
納
で
き
た
。

　

果
樹
園
は
、
園
主
田
邉
氏
が
脱
サ
ラ
し

て
、
令
和
二
年
か
ら
一
か
ら
山
を
切
り
開

き
、
開
墾
し
て
作
っ
て
き
た
も
の
で
、
桃

栗
三
年
の
言
葉
通
り
、
三
年
を
経
て
出
荷

に
も
め
ど
が
立
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
春

の
花
が
咲
く
タ
イ
ミ
ン
グ
で
祭
り
を
し
よ

う
と
思
い
立
っ
た
と
の
こ
と
だ
。

　

く
ら
ね
ら
果
樹
園
は
、「
自
然
か
ら
学

び
、
創
生
す
る
、
樹
上
熟
成
の
桃
」
を
題

目
に
あ
げ
、
超
弱
剪
定
と
い
う
樹
本
来
の

特
性
や
生
理
を
上
手
く
利
用
し
、
生
産
能

力
高
く
健
康
的
な
樹
を
育
て
、
高
品
質
で

多
収
量
な
安
定
的
果
実
生
産
を
行
え
る
技

術
を
取
り
入
れ
、樹
上
熟
成
に
こ
だ
わ
り
、

ベ
ス
ト
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
収
穫
す
る
こ
と

を
心
掛
け
て
い
る
そ
う
だ
。

　

樹
と
向
き
合
い
、
自
然
と
の
共
存
と
循

環
を
大
切
に
し
、
樹
上
熟
成
は
熟
度
を
求

め
す
ぎ
る
と
痛
み
が
出
や
す
く
、
圧
倒
的

に
リ
ス
ク
も
手
間
も
増
え
る
が
、
小
規
模

か
つ
農
家
直
送
に
て
課
題
を
克
服
、
そ
の

よ
う
な
理
念
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
神
事
も

大
切
に
行
い
た
い
の
だ
と
感
じ
た
。

　

神
事
の
名
称
で
あ
る
「
く
ら
ね
ら
果
樹

園　

神
桃
祭
祀（
か
み
も
も
さ
い
し
）」は
、

園
主
田
邉
氏
が
名
付
け
た
。
そ
の
目
的
を

書
い
て
い
た
だ
い
た
。

「
歴
史
あ
る
吉
備
の
国
岡
山
の
太
陽
と
水

の
恵
み
豊
か
な
こ
の
地
で
桃
作
り
が
で
き

る
喜
び
と
感
謝
の
気
持
ち
を
捧
げ
、
豊
作

を
願
い
桃
が
持
つ
魅
力
と
そ
の
ル
ー
ツ
を

崇
め
る
。」

　

園
主
は
桃
が
、
記
紀
、
古
墳
な
ど
日
本

古
来
の
神
と
縁
の
あ
る
果
物
だ
と
も
学
ば

れ
て
い
た
。
祭
り
前
の
挨
拶
か
ら
も
熱
い

思
い
が
伝
わ
っ
た
。

　

現
状
過
疎
化
、
高
齢
化
も
進
み
、
祭
り

が
縮
小
、
或
い
は
無
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
も
多
く
な
っ
て
い
る
が
、
一
方
で
若
者

が
こ
う
や
っ
て
祭
祀
を
創
設
す
る
こ
と
も

あ
る
。
◯
◯
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
△
△
祭

な
ど
、
或
い
は
海
外
の
記
念
日
、
感
謝
祭

と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト
の
よ
う
な
も
の
ば
か

り
が
注
目
さ
れ
る
が
、日
本
古
来
の
祭
り
、

神
事
も
大
事
に
さ
れ
る
よ
う
神
職
も
考
え

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
再
認
識
で
き
る

良
い
機
会
と
な
っ
た
。

神神か
み
か
み

桃桃も
も
も
も

祭祭さ
い
さ
い

祀祀しし

��

く
ら
ね
ら
果
樹
園
の
決
意

く
ら
ね
ら
果
樹
園
の
決
意

羽
黒
神
社　

宮
司　

福　

田　

真　

人

羽
黒
神
社　

宮
司　

福　

田　

真　

人



令和 6年 7月 20 日岡山県神社庁庁報（9）� 第 137 号

政
教
分
離
の
原
則
（
一
）

�

―
津
地
鎮
祭
事
件
―

（
相
談
）

　

憲
法
に
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
規

定
が
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な

規
定
な
の
で
し
ょ
う
か
。

（
回
答
）

一
、
政
教
分
離
の
原
則

　

政
教
分
離
の
原
則
と
は
、
国
家
は
宗
教

そ
の
も
の
に
干
渉
す
べ
き
で
は
な
い
と
す

る
国
家
の
非
宗
教
性
な
い
し
宗
教
的
中
立

性
の
原
則
で
す
。

　

憲
法
に
は
、「
い
か
な
る
宗
教
団
体
も
、

国
か
ら
特
権
を
受
け
、
又
は
政
治
上
の
権

力
を
行
使
し
て
は
な
ら
な
い
」（
二
〇
条

一
項
後
段
）、「
国
及
び
そ
の
機
関
は
、
宗

教
教
育
そ
の
他
い
か
な
る
宗
教
的
活
動
も

し
て
は
な
ら
な
い
」（
二
〇
条
三
項
）、「
公

金
そ
の
他
の
公
の
財
産
は
、
宗
教
上
の
組

織
若
し
く
は
団
体
の
使
用
、
便
益
若
し
く

は
維
持
の
た
め
…
こ
れ
を
支
出
し
、
又
は

そ
の
利
用
に
供
し
て
は
な
ら
な
い
」（
八

九
条
前
段
）
と
の
規
定
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
規
定
が
政
教
分
離
の
原
則
に

関
す
る
規
定
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
国
や
地
方
自
治
体
に
よ
る

行
為
が
政
教
分
離
の
原
則
に
関
す
る
憲
法

の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か

が
争
わ
れ
た
事
件
が
多
数
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
そ
の
中
の
一
つ
の
事
件
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

二
、�

津
地
鎮
祭
事
件
（
最
大
判
昭
和
五
十

二
年
七
月
十
三
日
民
集
三
十
一
巻
四

号
五
百
三
十
三
頁
）

⑴　

事
案
概
要

　

市
は
、
市
体
育
館
の
起
工
式
を
神
式
に

則
り
挙
行
し
、
挙
式
費
用
金
七
千
六
百
六

十
三
円
（
神
職
に
対
す
る
報
償
費
金
四
千

円
、
供
物
料
金
三
千
六
百
六
十
三
円
）
を

支
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
市
の
行
為
が
憲
法
二
〇
条
三
項
、

八
九
条
前
段
に
違
反
す
る
か
が
争
わ
れ
ま

し
た
。

⑵　

判
決
要
旨

・�

憲
法
二
〇
条
三
項
で
禁
止
さ
れ
る
宗
教

的
活
動
と
は
、
お
よ
そ
国
及
び
そ
の
機

関
の
活
動
で
宗
教
と
の
関
わ
り
合
い
を

も
つ
す
べ
て
の
行
為
を
指
す
も
の
で
は

な
く
、
そ
の
関
わ
り
合
い
が
相
当
と
さ

れ
る
限
度
を
超
え
る
も
の
に
限
ら
れ
、

行
為
の
目
的
が
宗
教
的
意
義
を
も
ち
、

そ
の
効
果
が
宗
教
に
対
す
る
援
助
、
助

長
、
促
進
又
は
圧
迫
、
干
渉
等
に
な
る

よ
う
な
行
為
を
い
う
も
の
と
解
す
べ
き
。

・�

憲
法
二
〇
条
三
項
で
禁
止
さ
れ
る
宗
教

的
活
動
か
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

当
該
行
為
の
主
宰
者
が
宗
教
家
で
あ
る

か
ど
う
か
、
そ
の
順
序
作
法
が
宗
教
の

定
め
る
方
式
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
か

ど
う
か
な
ど
、
当
該
行
為
の
外
形
的
側

面
の
み
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
当

該
行
為
の
行
わ
れ
る
場
所
、
当
該
行
為

に
対
す
る
一
般
人
の
宗
教
的
評
価
、
当

該
行
為
者
が
当
該
行
為
を
行
う
に
つ
い

て
の
意
図
、
目
的
及
び
宗
教
的
意
識
の

有
無
、
程
度
、
当
該
行
為
の
一
般
人
に

与
え
る
効
果
、
影
響
等
、
諸
般
の
事
情

を
考
慮
し
、
社
会
通
念
に
従
っ
て
、
客

観
的
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・�

市
が
行
っ
た
起
工
式
は
、
そ
の
建
築
着

工
に
際
し
土
地
の
安
定
堅
固
、
工
事
の

無
事
安
全
を
願
い
、
社
会
の
一
般
的
慣

習
に
従
っ
た
儀
礼
を
行
う
と
い
う
専
ら

世
俗
的
な
も
の
と
認
め
ら
れ
、
そ
の
効

果
が
神
道
を
援
助
、
助
長
、
促
進
し
又

は
他
の
宗
教
に
圧
迫
、
干
渉
を
加
え
る

も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
い
か
ら
、
憲
法

二
〇
条
三
項
で
禁
止
さ
れ
る
宗
教
的
活

動
に
あ
た
ら
な
い
。

三
、
次
号
に
向
け
て

　

津
地
鎮
祭
事
件
の
判
決
は
、
国
家
が
宗

教
と
の
関
わ
り
合
い
を
も
つ
こ
と
を
全
く

許
さ
な
い
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
相
当

と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
な
い
限
り
で
関
わ

り
を
も
つ
こ
と
を
許
容
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
相
当
と
さ
れ
る
限
度
を
超
え
る
か

否
か
に
つ
い
て
は
、
宗
教
と
の
関
わ
り
合

い
を
も
た
ら
す
行
為
の
目
的
及
び
効
果
に

鑑
み
、
そ
の
関
わ
り
合
い
が
社
会
的
・
文

化
的
諸
条
件
に
照
ら
し
相
当
と
さ
れ
る
限

度
を
超
え
る
か
否
か
を
検
討
す
る
と
の
考

え
を
示
し
ま
し
た
。

　

こ
の
考
え
方
は
、
そ
の
後
の
判
例
で
も

基
本
的
に
踏
襲
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

次
号
で
は
、
そ
の
他
の
関
連
す
る
判
例

を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

小
林
や
す
ひ
こ
の

神
社
法
律
相
談

　
近
年
、
県
内
神
社
も
法
律
上
の

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
、
弁
護

士
に
相
談
す
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き

て
い
る
こ
と
か
ら
、
小
林
裕
彦
弁

護
士
に
岡
山
県
神
社
庁
の
顧
問
弁

護
士
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
小
林
弁
護
士
に
政
教
分

離
の
原
則
に
つ
い
て
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

岡山県神社庁
顧 問 弁 護 士

小
こ

 林
ばやし

 裕
や す

 彦
ひ こ

岡山市北区弓之町２番15号　弓之町シティセンタービル６階
TEL.086-225-0091　FAX.086-225-0092

小林裕彦法律事務所
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令
和
六
年
二
月
二
十
七
日
（
火
）、
二

十
八
日
（
水
）
の
二
日
間
に
亘
り
、
神
社

本
庁
主
催
に
よ
る
「
神
社
本
庁
災
害
対
策

研
修
会
」
が
開
催
さ
れ
、
私
は
神
社
庁
職

員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
近
年
多
発
す

る
豪
雨
災
害
や
、
近
い
将
来
に
発
生
が
予

測
さ
れ
る
首
都
直
下
地
震
、
南
海
ト
ラ
フ

地
震
と
い
っ
た
大
規
模
地
震
で
は「
公
助
」

だ
け
で
は
十
分
な
災
害
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
ず
、「
自
助
」
の
取
組
み
の
促
進

と
「
共
助
」
に
よ
る
地
域
防
災
力
の
向
上

が
重
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
研
修

会
は
、関
東
大
震
災
か
ら
百
年
を
迎
え
て
、

広
く
国
民
各
層
の
防
災
減
災
に
か
か
る
関

心
が
高
ま
っ
て
い
る
機
会
を
捉
え
て
、
災

害
対
策
の
在
り
方
と
今
後
の
課
題
を
整
理

す
る
と
と
も
に
、
本
庁
包
括
下
神
社
（
神

社
庁
を
含
む
）
に
お
け
る
災
害
対
応
を
は

じ
め
と
し
た
危
機
管
理
体
制
の
構
築
に
向

け
て
、
地
域
社
会
と
連
携
し
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
、
そ

の
方
途
、
可
能
性
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と

を
目
途
と
し

て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
日
目

は
、
江
東
区

有
明
の
東
京

臨
海
広
域
防

災
公
園
に
あ

る
防
災
体

験
学
習
施

設
「
そ
な
エ
リ
ア
東
京
」
を
会
場
と
し
、

十
二
時
三
十
分
か
ら
開
講
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
第
一
講
で
は
、
皇
學
館
大

学
教
授
の
板
井
正
斉
氏
か
ら
「
被
災
神
社

の
地
理
空
間
分
析
と
把
握
方
法
―
宮
城
県

と
石
川
県
の
事
例
―
」
と
題
し
た
講
義
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
前
半
は
宮
城
県
神
社
庁

が
ま
と
め
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
地
域

神
社
の
被
災
状
況
を
対
象
に
、
そ
の
特
徴

を
空
間
的
に
提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
後
半
は
、
本
年
一
月
一
日
に
発
生
し
た

能
登
半
島
地
震
に
よ
る
石
川
県
神
社
庁
で

の
被
害
把
握
方
法
を
紹
介
さ
れ
、
今
後
の

地
域
神
社
の
防
災
を
教
化
活
動
と
し
て
考

え
合
う
こ
と
を
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

中
で
特
に
「
石
川
県
神
社
被
災
報
告
入
力

フ
ォ
ー
ム
」
の
紹
介
が
印
象
的
で
あ
り
、

地
域
神
社
の
被
災
状
況
を
関
係
者
（
被
災

神
社
・
神
社
庁
・
神
社
本
庁
）
で
迅
速
に

共
有
す
る
こ
と
、
加
え
て
そ
の
後
の
「
神

社
被
災
報
告
書
」
等
の
事
務
手
続
き
を
ス

ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
運

用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
ウ
ェ

ブ
上
の
フ
ォ
ー
ム
入
力
に
よ
る
も
の
で
、

入
力
項
目
は
「
神
社
被
災
報
告
書
」
を
基

本
と
し
て
、
画
像
お
よ
び
位
置
情
報
を
追

加
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
だ
け
で
報
告
で
き
る
と
あ
っ

て
、
交
通
網
の
寸
断
に
よ
り
自
由
な
移
動

が
叶
わ
な
い
状
況
下
に
あ
っ
て
、
大
き
な

効
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。
一
月
十
二
日
か

ら
運
用
開
始
し
、
二
月
二
十
二
日
時
点
で

三
二
二
件
の
報
告
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
な
お
、
こ
の
段
階
で
は
奥
能
登
の

報
告
は
あ
ま
り
集
ま
っ
て
お
ら
ず
、
三
月

に
調
査
チ
ー
ム
が
入
る
と
の
こ
と
で
し
た

（
そ
の
様
子
は
四
月
二
十
二
日
の
神
社
新

報
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
）。

　

第
二
講
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
気
象

キ
ャ
ス
タ
ー
・
気
象
予
報
士
の
伊
藤
み
ゆ

き
氏
か
ら
「
豪
雨
・
大
規
模
水
害
に
備
え

る
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
の
洞
爺
丸
台
風
以
降
、
令

和
二
年
七
月
ま
で
に
気
象
庁
が
命
名
し
た

気
象
災
害
は
三
二
現
象
あ
る
と
い
う
お
話

で
し
た
が
、
こ
の
う
ち
一
五
現
象
は
平
成

十
六
年
か
ら
頻
発
し
て
お
り
、
こ
れ
は
世

界
的
な
気
温
上
昇
に
伴
う
も
の
で
あ
り
、

今
後
も
警
戒
が
必
要
と
の
こ
と
で
し
た
。

平
時
に
①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
確
認
、
②

避
難
場
所
の
確
認
、
③
避
難
持
ち
出
し
品

の
確
認
、
と
い
っ
た
「
い
ざ
と
い
う
時
」

の
備
え
を
行
い
つ
つ
、
台
風
や
大
雨
な
ど

が
あ
れ
ば
気
象
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど

で
発
表
さ
れ
る
危
険
度
分
布（
キ
キ
ク
ル
）

に
よ
る
情
報
収
集
が
大
事
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

そ
の
後
、
施
設
内
に
お
い
て
「
東
京
直

下
７
２
ｈ　

Ｔ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
」
と
い
う
防
災
体

験
を
行
い
ま
し
た
。
地
震
発
生
時
、
国
や

自
治
体
な
ど
の
支
援
体
制
が
十
分
に
整
う

ま
で
は
、
自
力
で
生
き
残
ら
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
そ
の
目
安
は
三
日
間
、
七
十

二
時
間
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
三
、
最
大
震
度
七

の
首
都
直
下
地
震
の
発
生
か
ら
避
難
ま
で

を
体
験
し
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
使
っ
た

ク
イ
ズ
に
答
え
な
が
ら
生
き
抜
く
知
恵
を

学
ぶ
学
習
ツ
ア
ー
と
な
っ
て
お
り
、
緊
急

停
止
し
た
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
か
ら
脱
出
し
た

そなエリア

岡
山
県
神
社
庁　

主
事　

岡　

本　

好　

範

岡
山
県
神
社
庁　

主
事　

岡　

本　

好　

範

神
社
の
防
災

神
社
の
防
災

「
自
助
」

「
自
助
」とと「
共
助
」

「
共
助
」のの
重
要
性

重
要
性

神
社
本
庁
災
害
対
策
研
修
会
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後
、
余
震
が
繰
り
返
さ
れ
る
駅
前
の
商
店

街
や
住
宅
の
ジ
オ
ラ
マ
を
移
動
し
つ
つ
、

Ａ
Ｒ
（
携
帯
端
末
の
映
像
に
Ｃ
Ｇ
映
像
や

解
説
情
報
を
付
加
し
て
再
現
す
る
方
法
）

と
連
動
し
た
実
物
展
示
で
緊
急
時
に
ど
う

生
き
抜
く
の
か
の
ヒ
ン
ト
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
な
お
、
こ
の
施
設
は
実
際
に

首
都
直
下
地
震
が
発
生
し
た
際
、
緊
急
災

害
現
地
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
国
の
拠
点
と
な
る
オ
ペ

レ
ー
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
が
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

第
三
講
で
は
、
防
災
士
研
修
セ
ン

タ
ー
代
表
取
締
役
の
玉
田
太
郎
氏
か
ら
、

「『
ホ
ー
ム
サ
バ
イ
バ
ル
ト
ラ
イ
ア
ル
』
の

勧
め
～
い
ま
必
要
と
な
る
防
災
対
策
に
つ

い
て
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
ホ
ー
ム
サ
バ
イ
バ
ル
ト
ラ
イ
ア
ル
と

は
、
家
庭
に
お
い
て
、
電
気
・
水
道
・
ガ

ス
を
制
限
し
た
状
態
を
作
り
出
し
、
疑
似

体
験
に
挑
戦
す
る
こ
と
で
す
。
実
際
に
挑

戦
し
た
人
の
体
験
談
と
し
て
、
夜
間
は
部

屋
が
真
っ
暗
で
ど
こ
に
何
が
あ
る
か
把
握

す
る
こ
と
か
ら
大
変
だ
っ
た
、
簡
易
ト
イ

レ
の
設
置
方
法
を
間
違
え
た
、
使
用
し
た

食
器
や
残
飯
の
片
付
け
に
苦
労
し
た
と
い

う
事
例
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
避
難
生
活

の
疑
似
体
験
を
行
う
こ
と
で
得
ら
れ
る
こ

と
は
、「
使
用
方
法
の
熟
知
」「
季
節
ご
と

に
潜
む
問
題
点
の
抽
出
」「
多
く
の
気
づ

き
の
発
見
」と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
は
神
社
側
が
氏
子
・
住
民
に
対

し
て
、
防
災
意
識
向
上
の
た
め
、
積
極
的

に
活
動
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
、
と
の
提
言

が
あ
り
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
会
場
を
神
社
本
庁
近
く

の
「
公
益
財
団
法
人
日
本
文
化
興
隆
財
団

研
修
室
」
に
移
し
、
第
四
講
で
は
、
内
閣

府
政
策
統
括
官
付
参
事
官
の
朝
田
将
氏
か

ら
、「
大
規
模
災
害
へ
の
備
え
」
と
題
し

た
講
義
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
も

能
登
半
島
地
震
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
、
奥

能
登
と
い
う
地
形
の
問
題
、
大
荒
れ
と

な
っ
た
冬
の
日
本
海
、
高
齢
化
・
過
疎
化

が
進
ん
だ
社
会
的
な
状
況
、
お
正
月
の
夕

方
と
い
う
時
間
帯
、
こ
れ
ら
の
要
因
が
重

な
っ
た
こ
と
が
甚
大
な
被
害
に
繋
が
っ
た

と
い
う
言
い
訳
に
は
な
ら
ず
、
今
回
の
対

応
が
行
政
の
限
界
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

し
た
。
国
と
し
て
の
大
規
模
災
害
へ
の
対

策
は
東
日
本
大
震
災
以
降
見
直
さ
れ
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
し
た
が
、
大
規
模
災
害

で
は
「
自
助
」「
共
助
」
に
頼
ら
ざ
る
を

得
な
い
現
実
が
浮
き
彫
り
に
な
り
、
個
人

的
に
も
危
機
感
を
感
じ
ま
し
た
。

　

第
五
講
で
は
、
東
京
大
学
教
授
の
廣
井

悠
氏
か
ら
、「
帰
宅
困
難
者
対
策
と
在
宅

避
難
の
必
要
性
」
と
題
し
た
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
発
生
当

時
、
新
語
・
流
行
語
大
賞
と
し
て
「
帰
宅

難
民
」
と
い
う
言
葉
が
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
東
京
都
内
を
大
勢
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

た
ち
が
歩
い
て
帰
宅
し
て
い
る
光
景
を
憶

え
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
個
人
は

①
死
な
な
い
・
怪
我
し
な
い
、
②
「
帰
ら

な
い
」
貢
献
を
果
た
す
、
③
帰
ら
な
い
た

め
の
環
境
整
備
、
と
い
う
役
割
を
担
う
こ

と
が
必
要
で
、
事
業
者
は
①
従
業
員
の
一

斉
帰
宅
抑
制
・
そ
の
た
め
の
飲
料

水
と
食
料
の
備
蓄
、
②
従
業
員
と

の
連
絡
手
段
及
び
安
全
確
保
、
③

駅
前
や
大
規
模
集
客
施
設
で
の
利

用
者
保
護
、
と
い
っ
た
役
割
が
必

要
と
の
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、

全
国
も
し
く
は
地
域
内
で
す
ら
一

律
に
通
用
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
存

在
し
な
い
こ
と
か
ら
、
廣
井
氏
の

研
究
室
で
は
帰
宅
困
難
者
を
滞
留

さ
せ
る
た
め
の
図
上
訓
練
「
Ｋ
Ｕ

Ｇ
（
帰
宅
困
難
者
対
策
支
援
施
設

運
営
ゲ
ー
ム
）」
を
開
発
し
、
実

際
に
多
く
の
自
治
体
で
活
用
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。な
お
、

Ｋ
Ｕ
Ｇ
の
簡
易
版
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ

化
さ
れ
、
ネ
ッ
ト
上
で
無
料
配
布

さ
れ
て
い
ま
す
（http://w

w
w
.

u-hiroi.net/kitaku.htm
l

）。

　

本
研
修
最
後
と
な
る
第
六
講
で
は
、
元

東
京
消
防
庁
丸
の
内
消
防
署
長
の
谷
口

由
美
子
氏
か
ら
、「
多
様
化
す
る
災
害

へ
の
対
応
～
自
主
防
災
と
災
害
図
上
訓

練
～
」
と
題
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｄ
Ｉ
Ｇ
（D

isaster 
Im
agination G

am
e

）
と
呼
ば
れ
る
地

図
を
使
っ
て
防
災
対
策
を
検
討
す
る
訓
練

は
、
①
災
害
を
理
解
す
る
、
②
ま
ち
を
探

求
す
る
、
③
防
災
意
識
を
掘
り
起
こ
す
た図上訓練
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め
に
有
効
と
の
こ
と
で
し
た
。
我
々
参
加

者
は
数
名
一
組
の
班
を
作
り
、
班
ご
と
に

架
空
の
地
図
を
見
な
が
ら
災
害
発
生
時
に

危
険
な
個
所
が
ど
こ
な
の
か
、
支
援
を
行

う
拠
点
神
社
を
ど
こ
に
す
る
の
か
、
自
分

が
家
を
建
て
る
な
ら
ど
こ
に
す
る
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
話
し
合
い
ま
し
た
。
自

分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
域
の
特
徴
を
知

る
こ
と
が
「
い
ざ
」
と
い
う
時
の
た
め
に

大
切
で
あ
る
と
、
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
全
国
か
ら
各
県
神
社
庁

職
員
を
中
心
に
約
五
十
名
の
参
加
が
あ

り
、
各
地
の
災
害
に
対
す
る
取
り
組
み
を

聞
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
個
人
的
に
最

も
印
象
的
だ
っ
た
こ
と
は
、
行
政
の
対
応

に
は
限
界
が
あ
る
、「
自
助
」「
共
助
」
が

必
要
、
と
い
っ
た
こ
と
を
ど
の
講
師
も
言

わ
れ
て
い
た
こ
と
で
す
。
今
回
の
能
登
半

島
地
震
の
よ
う
に
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ
の

被
害
が
発
生
し
た
際
、
行
政
を
頼
っ
て
ば

か
り
で
な
く
、
数
日
間
は
自
力
で
何
と
か

生
き
延
び
る
術
を
身
に
付
け
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
と
は
い
え
、
い
き
な
り
大
き

な
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
と
り
あ
え

ず
は
家
族
で
キ
ャ
ン
プ
を
す
る
と
こ
ろ
か

ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
一
月
一
日
に
能
登
半
島
を
震
源

と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
六
の
巨

大
地
震
が
発
生
し
、
石
川
県
を
中
心

と
し
て
甚
大
な
る
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
地
震
で
被
害
を
受
け
た
神
社
の
復

興
資
金
と
し
て
義
捐
金
を
募
集
す
る
と

い
う
神
社
本
庁
の
呼
び
か
け
を
受
け
、

当
県
で
も
一
月
十
二
日
か
ら
三
月
二
十

五
日
ま
で
の
期
間
に
県
内
神
社
関
係
者

を
中
心
に
義
捐
金
を
募
集
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
総
額
に
し
て
四
百
四

十
三
万
五
千
六
百
二
十
五
円
と
い
う
非

常
に
多
く
の
ご
寄
付
を
戴
き
ま
し
た
。

ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
皆
様
に
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
集
ま
っ
た
義
捐
金

は
全
額
神
社
本
庁
を
通
じ
て
被
災
県
神

社
庁
に
届
け
ら
れ
、
被
災
神
社
の
復
興

に
活
用
さ
れ
ま
す
。
地
震
発
生
か
ら
半

年
が
経
ち
ま
し
た
が
、
被
災
地
で
は
今

も
な
お
多
く
の
道
路
が
寸
断
さ
れ
、
水

道
管
の
破
損
に
伴
う
断
水
が
長
期
化
し

て
お
り
ま
す
。
被
災
さ
れ
た
方
々
の
生

活
が
一
日
も
早
く
平
穏
に
復
す
る
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
募
金

支部名
令和４年度 令和５年度頒布数 判定数

頒布数 判定数 申込数 大麻 中大麻 大大麻 頒布数 前年比 頒布率 申込数 前年度申込比 判定頒布数 前年比 頒布率 判定比率

01 岡山支部 8,531 8,684 9,300 8,693 181 99 8,973 442 23.81% 9,300 0 9,163 479 24.31% 1.021倍

02 倉敷都窪支部 12,865 13,323 13,478 11,535 664 189 12,388 ▲477 54.43% 13,610 132 12,909 ▲414 56.72% 1.042倍

03 津山支部 9,134 9,348 9,370 8,200 230 109 8,539 ▲595 42.16% 9,370 0 8,763 ▲585 43.27% 1.026倍

04 児島支部 15,521 15,777 15,621 14,100 330 89 14,519 ▲1,002 48.21% 14,519 ▲1,102 14,773 ▲1,004 49.06% 1.017倍

05 玉島浅口支部 14,478 14,846 15,700 13,868 411 160 14,439 ▲39 76.49% 15,700 0 14,805 ▲41 78.43% 1.025倍

06 御津支部 9,434 10,286 9,538 8,765 861 371 9,997 563 135.66% 10,041 503 10,799 513 146.54% 1.080倍

07 東備支部 7,507 7,533 8,350 7,345 30 9 7,384 ▲123 38.95% 8,250 ▲100 7,408 ▲125 39.08% 1.003倍

08 邑久上道西大寺支部 5,958 6,286 6,661 5,377 394 124 5,895 ▲63 53.77% 6,430 ▲231 6,216 ▲70 56.70% 1.054倍

09 井笠支部 14,175 14,988 15,410 12,765 878 370 14,013 ▲162 57.31% 15,410 0 14,822 ▲166 60.61% 1.058倍

10 吉備支部 10,594 10,806 10,710 9,923 302 52 10,277 ▲317 67.92% 10,590 ▲120 10,480 ▲326 69.27% 1.020倍

11 高梁支部 7,299 7,488 7,362 6,726 268 50 7,044 ▲255 90.37% 7,118 ▲244 7,228 ▲260 92.73% 1.026倍

12 川上支部 2,428 2,587 2,464 2,097 191 63 2,351 ▲77 86.43% 2,464 0 2,510 ▲78 92.26% 1.067倍

13 新見支部 6,153 7,121 6,570 4,394 1,495 197 6,086 ▲67 77.91% 6,570 0 7,031 ▲91 90.00% 1.155倍

14 真庭支部 7,581 7,742 7,745 7,365 127 89 7,581 0 74.45% 7,760 15 7,734 ▲9 75.95% 1.020倍

15 美作支部 7,636 7,983 7,790 6,955 413 142 7,510 ▲126 68.12% 7,580 ▲210 7,859 ▲124 71.29% 1.046倍

16 英北支部 1,445 1,512 1,836 1,301 103 16 1,420 ▲25 78.76% 1,836 0 1,488 ▲24 82.50% 1.048倍

17 久米支部 6,094 6,516 6,244 5,277 642 100 6,019 ▲75 79.76% 6,951 707 6,440 ▲76 85.34% 1.070倍

合　計 146,833 152,822 154,149 134,686 7,520 2,229 144,435 ▲2,398 56.54% 153,499 ▲650 150,424 ▲2,398 58.89% 1.041倍

※判定数    大麻頒布数を１倍、中大麻頒布数を1.5倍、大大麻頒布数を２倍とした数

令和５年度　神宮大麻頒布支部別一覧令和５年度　神宮大麻頒布支部別一覧
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ト
ピ
ッ
ク
ス

ト
ピ
ッ
ク
ス

�
令
和
六
年
二
月
十
二
、
二
十
七
日

�

令
和
六
年
五
月
二
十
二
日

祭
祀
舞
研
修
会
「
浦
安
の
舞
」

社
頭
講
話
研
修
会

�

令
和
六
年
五
月
二
十
八
日

雅
楽
研
修
会

�

令
和
六
年
三
月
十
五
日

　

岡
山
市
立
財
田
小
学
校
に
て
雅
楽
鑑
賞

会
が
行
わ
れ
た
。
六
年
生
の
卒
業
前
に
心

に
残
る
授
業
が
し
た
い
と
学
校
側
か
ら
の

強
い
要
望
が
あ
り
、
実
現
し
た
。
最
後
に

六
年
生
か
ら
御
礼
と
し
て
「
旅
立
ち
の
日

に
」の
歌
が
贈
ら
れ
た
。卒
業
間
近
で
し
っ

か
り
と
練
習
さ
れ
た
歌
声
と
六
年
間
の
思

い
が
伝
わ
り
、
事
業
部
員
・
雅
楽
部
員
は

心
か
ら
感
動
し
、
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

雅
楽
鑑
賞
会

令
和
六
年
六
月
十
三
〜
十
四
日
、

　
　
　
　
　
　
十
九
〜
二
十
日

初
任
神
職
研
修
会

令
和
六
年
六
月
十
六
日

衣
紋
研
修
会

�

令
和
六
年
六
月
十
八
日

　

吉
備
高
原
の

び
の
び
小
学
校

に
て
雅
楽
鑑
賞

会
が
行
わ
れ

た
。
学
校
関
係

者
と
事
業
部
員

に
縁
が
あ
り
実

現
し
た
。
参
加

し
た
小
学
生
・

中
学
生
か
ら
「
雅
楽
を
始
め
た
き
っ
か

け
」「
ど
の
よ
う
に
習
得
し
た
か
」
や
「
雅

楽
を
演
奏
し
て
よ
か
っ
た
こ
と
」「
演
奏

中
は
何
を
考
え
て
い
る
の
か
」
な
ど
予
想

外
の
質
問
も
あ
り
、
驚
か
さ
れ
た
。
最
後

に
生
徒
か
ら
御
礼
と
し
て
花
束
が
贈
ら
れ

た
。
ま
た
当
日
は
、
Ｋ
Ｓ
Ｂ
瀬
戸
内
海
放

送
が
取
材
に
訪
れ
、
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
で

放
映
さ
れ
た
。

雅
楽
鑑
賞
会

令
和
六
年
十
一
月
七
日
～
八
日

�

（
中
国
地
区
神
社
庁
職
員
研
修
）

令
和
六
年
十
二
月
二
十
八
日

�

～
令
和
七
年
一
月
五
日
（
年
末
年
始
）

閉
庁
の
お
知
ら
せ
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名

誉

宮

司

年 
月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

氏
　
名

6
・
9
・
7

新
見
市
哲
多
町
成
松

八
幡
神
社

三
上　

忠
男

6
・
5
・
14

新
見
市
西
方

江
原
八
幡
神
社

横
内　

久
明

神

職

任

免

▲

就
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
務
職

氏
　
名

5
・
12
・
11

新
見
市
大
佐
小
阪
部

大
佐
神
社

権
禰
宜

戸
部　

修
也

5
・
12
・
18

岡
山
市
北
区
矢
坂
東
町

八
幡
宮

宮
司

富
山　

昌
明

5
・
12
・
18

岡
山
市
南
区
藤
田

藤
田
神
社

権
禰
宜

今
井　

祝
江

5
・
12
・
18

岡
山
市
東
区
久
保

窪
八
幡
宮

権
禰
宜

岸
本　

浩
加

5
・
12
・
28

小
田
郡
矢
掛
町
宇
角

八
幡
神
社

権
禰
宜

渡
邉　

恵
子

6
・
1
・
30

久
米
郡
美
咲
町
大
垪
和
西

八
幡
神
社

禰
宜

芦
原　

哲
也

6
・
2
・
1

津
山
市
大
吉

廣
戸
神
社

権
禰
宜

大
澤　

正
臣

6
・
3
・
6

井
原
市
井
原
町

茨
八
幡
神
社

権
禰
宜

鳥
越
孝
太
郎

6
・
4
・
1

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

宮
司

井
上　
　

晃

6
・
4
・
1

岡
山
市
東
区
大
多
羅
町

布
勢
神
社

宮
司

今
城　

麻
衣

6
・
4
・
9

倉
敷
市
下
津
井

祇
園
神
社

宮
司

赤
星　

光
紀

6
・
4
・
9

高
梁
市
松
原
町
大
津
寄

天
津
神
社

宮
司

山
川　

仁
志

6
・
4
・
15

加
賀
郡
吉
備
中
央
町

川
合
神
社

宮
司

藤
森　

光
徳

6
・
4
・
20

真
庭
市
余
野
下

大
津
神
社

宮
司

笹
井　

昭
昌

6
・
4
・
24

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜

春
日
神
社

宮
司

田
村　

雅
宏

6
・
4
・
30

総
社
市
総
社

八
幡
神
社

禰
宜

小
野　

一
子

6
・
5
・
7

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
豊
岡
下

天
計
神
社

禰
宜

杉
田
み
ゆ
き

6
・
6
・
4

岡
山
市
北
区
門
前

生
石
神
社

禰
宜

清
瀬　

吉
正

6
・
6
・
7

倉
敷
市
下
津
井

祇
園
神
社

権
禰
宜

赤
星
あ
か
り

6
・
7
・
1

倉
敷
市
本
町

阿
智
神
社

権
禰
宜

渡
邊
は
づ
き

▲

退
任
発
令
の
部
▲

年 

月 

日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
務
職

氏
　
名

5
・
12
・
17

岡
山
市
北
区
矢
坂
東
町

八
幡
宮

禰
宜

富
山　

昌
明

6
・
2
・
2

倉
敷
市
本
町

阿
智
神
社

権
禰
宜

佐
藤　

公
亮

6
・
2
・
29

津
山
市
安
井

東
賀
茂
神
社

禰
宜

藤
本　

佰
生

6
・
2
・
29

津
山
市
安
井

東
賀
茂
神
社

権
禰
宜

藤
本　

具
正

6
・
3
・
5

高
梁
市
成
羽
町
吹
屋

八
幡
神
社

宮
司

大
河　

眞
澄

6
・
3
・
31

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

宮
司

井
上　

亮
二

6
・
3
・
31

倉
敷
市
笹
沖

足
髙
神
社

権
禰
宜

井
上　
　

晃

6
・
3
・
31

岡
山
市
東
区
大
多
羅
町

布
勢
神
社

宮
司

高
畠　

勝
仁

6
・
3
・
31

岡
山
市
東
区
大
多
羅
町

布
勢
神
社

禰
宜

今
城　

麻
衣

6
・
3
・
31

新
見
市
西
方

江
原
八
幡
神
社

宮
司

横
内　

久
明

6
・
3
・
31

新
見
市
西
方

江
原
八
幡
神
社

禰
宜

横
内　

久
紀

6
・
3
・
31

津
山
市
杉
宮

西
賀
茂
神
社

宮
司

青
山　

信
雄

6
・
4
・
8

高
梁
市
松
原
町
大
津
寄

天
津
神
社

禰
宜

山
川　

仁
志

6
・
4
・
14

岡
山
市
北
区
建
部
町
小
倉

正
八
幡
宮

禰
宜

藤
森　

光
徳

6
・
4
・
19

真
庭
市
余
野
下

大
津
神
社

宮
司

笹
井　

和
男

6
・
4
・
19

真
庭
市
余
野
下

大
津
神
社

禰
宜

笹
井　

昭
昌

6
・
4
・
23

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜

春
日
神
社

権
禰
宜

田
村　

雅
宏

6
・
4
・
29

総
社
市
八
代

神
神
社

禰
宜

小
野　

一
子

6
・
5
・
16

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
田
東

松
尾
神
社

禰
宜

藤
本　

智
美

6
・
6
・
3

加
賀
郡
吉
備
中
央
町

川
合
神
社

禰
宜

清
瀬　

吉
正

6
・
6
・
6

津
山
市
高
野
本
郷

髙
野
神
社

宮
司

片
山　

泰
臣

6
・
6
・
7

玉
野
市
番
田

亀
山
八
幡
宮

禰
宜

尾
﨑　

保
正

神

職

帰

幽

年 
月 
日

鎮
　
座
　
地

神 

社 

名

本
務
職

氏
　
名

現
身
分

享
年

6
・
1
・
9

岡
山
市
南
区
迫
川

御
﨑
神
社

宮
司

河
田　

龍
太

三
級

83

6
・
1
・
29

高
梁
市
松
原
町
大
津
寄

天
津
神
社

宮
司

山
川　
　

庚

二
級

95

6
・
3
・
26

瀬
戸
内
市
牛
窓
町
長
浜

春
日
神
社

宮
司

田
村　

典
彦

三
級

80

6
・
6
・
27

総
社
市
総
社

八
幡
神
社

禰
宜

小
野　

一
子

二
級

98
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我
々
広
報
部
会
は
、

な
る
べ
く
部
員
が
取
材

に
行
っ
て
記
事
を
書
く

こ
と
が
理
想
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
か
な
か

日
程
的
に
難
し
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
直
接
取
材

に
行
く
と
思
わ
ぬ
発
見

や
感
動
を
覚
え
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
す
。
特

に
私
が
好
き
な
の
は
雅

楽
鑑
賞
会
で
す
。
子
供

た
ち
の
反
応
や
感
想
が

直
に
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

ま
た
質
疑
で
は
、
独
特

の
感
性
で
質
問
し
て
お

り
、
毎
回
驚
き
と
感
動

が
あ
り
ま
す
。
雅
楽
部

会
石
田
智
秀
部
長
の
お

話
に
も
引
き
込
ま
れ
、

つ
い
写
真
を
撮
り
忘
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

順
番
待
ち
と
な
る
人
気

の
事
業
で
あ
る
こ
と
が

納
得
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
取
材
を

通
し
て
得
た
感
動
や
驚

き
を
余
す
こ
と
な
く
発

信
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

広
報
部
長　

青
江

ああ  

とと  

がが  

きき
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12月
１日 月次祭
４日 祭祀委員会役員会
５日 祭祀舞部会
６日 広報部会
７日 祭儀部会
20日 神青協役員会

１月
５日 新年祭
24日 財務委員会／育成部会
25日 女子神職会／雅楽部会
26日 事業部会
29日 役員会／祭祀舞部会
30日 神青協役員会

２月
１日 月次祭
５日 祭祀舞部会
７日 敬神婦人会監査会・役員会
８日 総務委員会（オンライン）
13日 浦安の舞研修会
15日 研修企画室会議
19日 中国地区神社庁連絡会議　１日目
20日 中国地区神社庁連絡会議　２日目／女子神職会
21日 祭儀部会
26日 DX会議（オンライン）
27日 浦安の舞研修会

３月
１日 月次祭
４日 広報部会／祭祀舞部会
７日 神政連講演会及び懇親会
８日 事業部会
12日 神殿祭／育成部会
13日 神青協教養研修会
15日 事業部会
18日 コラボフロー説明会
27日 身分選考表彰委員会／神宮奉賛部会
28日 総務委員会／女子神職会
29日 祭儀部会

４月
１日 月次祭
４日 神青協役員会
８日 伊勢神宮崇敬会岡山県本部役員会評議員会／関係者大会企画委員会
11日 神青協総会
15日 総務委員会（オンライン）／神楽部監査会・役員会
16日 祭儀部会
17日 教化委員会役員会
19日 雅楽部会
22日 祭祀舞部会
23日 祭祀委員会役員会
25日 岡山県神社関係者大会

５月
１日 月次祭
２日 事業部会
８日 伊勢神宮崇敬会岡山県本部役員会評議員会
10日 神青協三役会
13日 神社視察研修会（広島県）１日目
14日 神社視察研修会（広島県）２日目
15日 財務委員会
16日 総務委員会
20日 祭祀舞部会
22日 社頭講話研修会
24日 祭儀部会／育成部会
28日 雅楽研修会
29日 役員会／身分選考表彰委員会
30日 支部長懇話会（久米支部）１日目
31日 支部長懇話会（久米支部）２日目

６月
３日 月次祭
13日 事業部会／初任神職研修会　１日目
14日 初任神職研修会　２日目
16日 衣紋研修会
17日 総務委員会／祭祀舞部会
19日 初任神職研修会　３日目
20日 初任神職研修会　４日目
25日 協議員会
26日 祭儀部会／特殊神事部会
27日 神宮奉賛部会
28日 広報部会

令和５年12月１日～令和６年６月30日


